
バックエンド部会総会議事メモ 
‐２００４年３月３０日（火）１２：００～１３：００ 岡山大学Ｃ会場‐ 
 
１． 佐藤副部会長挨拶 
 
２． １５年度活動報告と１６年度活動方針 
２－１ 企画担当報告 （稲垣委員） 
・夏期セミナー、部会企画セッション、連載講座、部会担当特集記事に関する活動状況に

ついて報告。 
２－２ バックエンド週末基礎講座 （佐藤副部会長） 
・初めて企画し、実施した結果について報告。今後も続けていきたい。 
２－３ 庶務担当報告 （櫻井委員） 
・海外発表助成制度及び研究会支援制度の活用状況について報告。 
２－４ 出版担当報告（部会誌（バックエンド研究））の出版状況など）→担当委員が学会

に参加しなかったため、今回は報告せず。 
２－５ 広報担当報告 （加藤委員） 
・ホームページの運営状況について報告。 
・学会の配信システムに登録していても部会のメーリングシステムに登録していないと部

会からの情報は配信されないことにご注意。 
２－６ 会計担当報告 （天川委員） 
・平成 15年度会計報告及び平成 16年度予算について報告。 
（質疑応答） 
・会員管理費が従前から 60,000円と据置きになっているが、支出削減が求められているの
であれば、学会の会計処理に関わる当支出についても削減が考えられる。内容を確認すべ

き。 
→確認する。 
・特別会計の繰越し金の発生理由と今後の使い方について（会場からの補足意見：国際会

議による収入などで蓄積されたもの。学会に納入されそうになった時期があり、部会より

説明し、残っている。一方、学会から使用しないように求められた時期があり、手がつけ

られなかったこともあった。） 
→現在は、計画的な使用であれば、学会は認めるとのこと。計画的に活用していきたい。 

 
３． 新運営委員選挙の結果 （池田委員） 
・下記の立候補者が部会員の投票結果で信任されたことを報告。 
部会長・佐藤正知（北大）、副部会長・河田東海夫（サイクル機構）、運営委員・上田真

三（三菱マテリアル）、納多勝（大林組）、杉山大輔（電中研）、佐々木隆之（京大）、藤



原啓司（東電） 
 
４． 佐藤新部会長挨拶と１６年度運営委員の紹介 
・部会賞、部会発足 20年に関わる企画検討などに 16年度取組んで行く。 
・16年度運営委員の役割は下記表参照。 
 
その他（ご意見） 
・バックエンド研究が出版されて 10年を迎えるが、最近年 2回の定期的な出版が滞ってい
る。出版小委員会のあり方を含め、見直しを議論すべき。 
 →検討したい。 
 

表 バックエンド部会運営委員会の役割分担 

役割 業務内容

部会長 村岡　進 核物質管理センター 佐藤正知 北海道大学 部会の代表、運営委員会運営、学会との連絡

副部会長 佐藤正知 北海道大学 河田東海夫サイクル機構 部会長の補佐、部会長特命事項

池田孝夫 日揮（株） 稲垣裕亮 原環センター

稲垣裕亮 原環センター 上田真三 三菱マテリアル（株）

櫻井英行 清水建設（株） 宮原　要 サイクル機構

宮原　要 サイクル機構 納多　勝 （株）大林組

津島　悟 名古屋大学 松村達郎 日本原子力研究所

松村達郎 日本原子力研究所 杉山大輔 （財）電力中央研究所

加藤和之 東京電力（株） 山口徹治 日本原子力研究所

山口徹治 日本原子力研究所 佐々木隆之京都大学

事務局長 小林　航 日揮（株） 櫻井英行 清水建設（株） 夏期セミナー事務局、部会長印管理

部会誌出版、出版小委員会運営

ＨＰ管理、メールの発信、ＨＰ小委員会運営、
週末基礎講座開催

部会会計、旅費・講演会費の支給等、
学会事務局への会計報告等

東京電力（株）

出版

広報

会計 天川正士

平成１５年度 平成１６年度

夏期セミナー開催、部会企画セッション開催、
部会担当特集記事作成

総会・運営委員会の開催、議事録作成、
海外発表助成制度運営、研究会支援制度運営

企画

庶務

（財）電力中央研究所 藤原啓司

 
 

以上 
 
 
 
 
 
 




